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　ボリビア国の南西端に位置するポトシ市の平均標高は約
4,000m。同国の中でも最も貧しい地域の一つである。現在
の人口はおよそ16万人であるが、2020年には20万人以上に
なると予測されている。同市の給水率は約81％（2006年）
と高い水準にあるが、給水量は150　/人/日にとどまって
いる（国家基準は150　/人/日）。
　ポトシ市の配水系統はカリカリ系とリオ・サンファン系
に二分されている。このうち、前者はドイツの援助によっ
て浄水場が建設されているが、後者はサンファン川の水を
無処理で給水していた。降雨後は濁度が上昇し、給水が停
止される。また、取水地から市街地まで51kmに及ぶ導水管
が敷設されているが、雨水や落石による導水管の破損で、
常に長期間の断水が発生するリスクを抱えていた。
　今回のプロジェクトでは、150　/秒（約１万3,000m3/日）

の処理能力を持つ浄水場が建設されたほか、取水施設の改修、
導水管の保護（28カ所）、排泥チャンバーなどの改修（39
カ所）も併せて行われた。
　これによって、ポトシ市の７万人の人々に水質基準を満
たした衛生的な水が安定的に供給されることになった。また、
導水管の破損による長期断水のリスクも著しく軽減される
ことになる。さらに、ソフト・コンポーネントによって技
術移転がなされたことで、新設のリオ・サンファン浄水場
の運転や管理も長期にわたって適切に維持されるものと期
待されている。
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［ボリビア］ポトシ市リオ・サンファン系上水道施設整備計画 （株）東京設計事務所
OYOインターナショナル（株）

コンサルティング

　長く続いたスーダンの内戦は2005年に成立した南北政府
間の包括和平合意で終止符が打たれ、南スーダンは昨年７
月９日に独立した。アフリカで54番目の国である。内戦で
荒廃した国土の復興が急がれているが、わが国もさまざま
な分野で援助の手を差し伸べている。
　首都ジュバ市は和平合意後に順調な経済回復を見せ、交
通量も急激に増加している。しかし一方では、橋梁の老朽
化や排水路の不備によって、降雨後は幹線道路でも車両の
通行がしばしば遮断され、戦後復興の大きな阻害要因とな
っている。
　このような状況を改善するために、今回のプロジェクト
では６橋梁が建設された。ジュバ市では初めての本格的な
橋梁であり、現地では高い評価を得ている。
　南スーダンではあらゆる物資が不足しており、この案件

でも、鉄筋やセメントはケニヤや南アフリカからの輸入に
よって調達した。また、大雨で工事現場が水没することも
多く、その都度工事再開には大変苦労した。このような困
難を乗り越えて日本企業が初めて建造した橋梁であり、高
い品質や納期の厳守などで日本のイメージアップに貢献し
ている。
　今回のプロジェクトで橋梁が完成したことで、降雨後の
道路浸水によって発生していた車両の通行遮断や迂回路の
渋滞が解消される。市内の交通が円滑になり、ひいては社会・
経済活動が活性化することで、内戦後の平和の定着と市民
生活の向上が促進される。

1 完成したNo.6橋

鉄筋工の作業状況3

2 架け替え前のNo.6橋

4 杭打ち工事

5 No.12橋：架け替え前の降雨後の状況

6 完成セレモニーでテープカットを行う和田大使（中央）
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5
エボ・モラレスボリビア大統領と
渡邉特命全権大使が出席した竣工式

6 法枠（のりわく）工鉄筋設置作業

1 浄水場　完成全景

塩素・凝集剤注入装置3

2 法面（のりめん）防護工
（約４km）の始点部

4 沈殿池
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